
○３月２日～４日（本会議）
　市長による提案説明、総括質疑（７人）
　先行議決議案の４常任委員会、採決（３件）
○３月７日～16日（委員会）　４常任委員会の審査
○３月18日～24日（本会議）　一般質問（26人）
○３月24日（委員会）　追加議案の２常任委員会
○３月28日（本会議）　討論（11人）、採決（56件）
議案と審議結果については９ページをご覧ください。

３月定例会総括質疑
目指すまちの姿

令和４年度一般会計予算など 59議案を審議

「暮らしやすく、希望あふ　れるまち」
今定例会では、公明党、創風、政新クラブ、日本共産党議員団、みらい、久比岐野、会派に属さない議員
（宮越馨議員）が総括質疑を行いました。

総括質疑は、市長から提案された議案に対して、案件の概要と疑問点を明らかにするために行われます。

■歳入 ■歳出

　
　
市
長
が
公
約
に
掲
げ
た
８

つ
の
政
策
分
野
の
施
策
と
人
事

改
革
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

位
置
付
け
、
実
行
し
て
い
く
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
／
８
つ
の
公
約
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
人
事
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
目
標
の
達

成
時
期
と
取
組
の
実
施
時

期
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き

た
い
。

答
／
８
つ
の
公
約
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
令
和
４
年
度
当
初

予
算
に
計
上
し
た
事
業
も
あ

る
が
、
現
状
把
握
や
課
題
整

理
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の

等
、
一
定
の
準
備
が
必
要
な

も
の
も
あ
り
、
具
体
的
な
内

容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
示

に
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
は

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
体

制
を
整
え
、
関
係
者
や
市
民

の
皆
さ
ん
と
議
論
を
深
め
な

が
ら
、
具
体
の
事
業
と
そ
の

進
捗
の
見
通
し
を
整
理
し
、

内
容
を
公
表
し
て
い
き
た
い
。

一
方
、
人
事
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
令
和
４
年
度
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
改
革
の
方
針
と
取
組

内
容
を
令
和
４
年
度
末
ま
で

に
取
り
ま
と
め
、
組
織
改
編

は
令
和
５
年
度
か
ら
、
人
材

育
成
等
は
令
和
５
年
度
以
降
、

で
き
る
も
の
か
ら
実
行
に
移

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
「
子
育
て
全
国
一
」
を
目

指
し
、
子
育
て
し
や
す
い
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

問
／
「
子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
お
い
て
「
子
育
て
全

国
一
」
を
目
指
す
と
し
て
い

る
が
、
何
を
も
っ
て
「
全
国

一
」
と
す
る
の
か
。
根
拠
と

す
る
指
標
や
目
指
す
具
体
的

な
数
値
目
標
等
が
あ
っ
て
当

然
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
保
育
料
の
更
な
る
軽
減

や
奨
学
金
制
度
の
充
実
等
、

社
会
経
済
情
勢
や
子
育
て
環

境
の
変
化
に
対
応
し
た
「
経

済
的
支
援
」
及
び
、
病
気
の

子
ど
も
の
通
院
支
援
や
産
後

ケ
ア
の
充
実
等
、
個
々
の
家

庭
環
境
に
寄
り
添
っ
た
「
人

的
支
援
」
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
全
て
の
子
ど
も
、
子

育
て
に
関
わ
る
人
が
自
分
ら

し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、

子
育
て
し
や
す
い
社
会
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
、「
子
育

て
全
国
一
」
を
目
指
し
て
い

く
。
具
体
的
な
数
値
目
標
等

は
、「
上
越
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
総
合
計
画
」
に
お
け

る
各
種
取
組
の
成
果
指
標
、

例
え
ば
、「
出
産
や
子
育
て
が

し
や
す
い
と
感
じ
る
20
代
・

30
代
の
市
民
の
割
合
」
の
目

標
値
等
と
連
動
さ
せ
る
中
で

評
価
、
検
証
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

まちづくりを推進する公約プロジェクト

政策形成能力の向上と良質な行政サービスの提供に
向けた「人事改革プロジェクト」

通年観光

脱炭素社会

農林水産

防災

地域自治推進

地域交通

子育て

健康

まちづくり
の推進

■ 予算額（一般会計） の 推移 ■

　上越市総合体育館等
の大規模改修事業の完
了などで普通建設事業
費が減少する一方、第
三セクター等改革推進
債の借換えによる公債
費や認定こども園施設
型給付費などが増加
し、前年度に比べ４.６％
増となりました｡

令和４年度の予算規模

目
指
す
ま
ち
の
姿

　
市
政
運
営
の
取
組
の
視
点
は
？

新
潟
県
東
京
事
務
所
へ

　
職
員
を
派
遣
す
る
目
的
は
？

　
　
市
長
が
目
指
す
ま
ち
の
姿

に
掲
げ
る
「
暮
ら
し
や
す
く
、

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
、
①
生
活
の
質
の
向
上

②
共
創
の
推
進
③
地
域
の
魅
力

の
最
大
化
④
復
元
力
・
再
起
力

の
強
化
⑤
循
環
共
生
社
会
の
構

築
の
視
点
に
基
づ
く
取
組
を
進

め
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
／
５
つ
の
視
点
は
、
第
７

次
総
合
計
画
の
基
本
を
な
す

も
の
と
な
る
の
か
。

答
／
５
つ
の
視
点
を
含
む
市

政
運
営
の
基
本
方
向
は
、
令

和
４
年
度
に
予
定
し
て
い
る

第
７
次
総
合
計
画
の
基
本
構

想
や
基
本
計
画
を
策
定
す
る

際
の
検
討
の
基
軸
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
重
要
な
構
成
要

素
と
な
り
得
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
総
合
計
画
の
方
向

性
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
総
合
計
画
審
議
会
や
議

員
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の

皆
様
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、

取
り
ま
と
め
て
い
く
。

　
　
新
潟
県
東
京
事
務
所
へ
市

職
員
１
人
を
長
期
派
遣
す
る
予

算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

問
／
新
潟
県
東
京
事
務
所
に

長
期
派
遣
研
修
を
行
う
と
し

て
い
る
が
、
派
遣
の
目
的
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
首
都
圏
に
お
け
る
情
報

収
集
や
情
報
発
信
、
企
業
誘

致
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、

中
央
省
庁
や
関
係
機
関
、
首

都
圏
の
大
手
企
業
、
研
究
機

関
等
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
進
め
る
と
と
も

に
、
公
約
の
東
京
事
務
所
の

設
置
に
向
け
た
調
査
・
研
究

を
兼
ね
て
派
遣
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

委
員
会
審
査

討
論
・
請
願

総
括
質
疑

審
議
結
果

一
般
質
問

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
公
約
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
今
後
の
市
政
運
営
は
ど
う
進
む
の
か
？

子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
指
す

「
子
育
て
全
国
一
」
の
具
体
的
目
標
等
は
？

（３）2022.５  じょうえつ市議会だより 2022.５  じょうえつ市議会だより（２）
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手
企
業
、
研
究
機

関
等
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
進
め
る
と
と
も

に
、
公
約
の
東
京
事
務
所
の

設
置
に
向
け
た
調
査
・
研
究

を
兼
ね
て
派
遣
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

委
員
会
審
査

討
論
・
請
願

総
括
質
疑

審
議
結
果

一
般
質
問

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
公
約
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
今
後
の
市
政
運
営
は
ど
う
進
む
の
か
？

子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
指
す

「
子
育
て
全
国
一
」
の
具
体
的
目
標
等
は
？

（３）2022.５  じょうえつ市議会だより 2022.５  じょうえつ市議会だより（２）
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